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はじめに

新生児の聴覚障害の割合は、1000 名に 1～２名といわれており、障害に気付かず、発見が遅れた
場合、児は耳からの情報に制約があるため、コミュニケーションに支障をきたし、言語発達が遅れ、将
来的な社会生活に大きな支障となってしまいます。
聴覚障害は、早期に発見し、適切な支援が行われた場合、音声言語発達等への影響が最小限に
抑えられるため、全ての新生児を対象として新生児聴覚検査を実施し、早期に適切な療育支援へつな
げることが重要です。
沖縄県の新生児聴覚検査の受診率は、全国平均よりも低い状況です。また、検査後の確認検査（再
検査）が必要な児および保護者への適切な支援を行うためには、産科・小児科・耳鼻科・療育・教育・
福祉・母子保健など、様 な々分野の関係者の方々の連携が必要となります。
このような現状から、沖縄県は新生児聴覚検査体制整備事業として平成２９年度の事業開始時に、
新生児聴覚検査体制整備協議会を設置し、令和 2 年度からは、体制の中核として「きこえの支援セ
ンター」を琉球大学病院内に設置いたしました。
本手引き書は、「きこえの支援センター」を中心に、各関係機関が早期発見、早期支援への取り組

みが行えるよう、早期発見・早期療育の意義、現状、聴覚障害の内容、スクリーニング体制、きこ
えの支援センターの役割、関係機関の役割及び公的助成内容などの項目をまとめてあります。
本手引きが各関係機関の皆様にご活用いただき、聴覚障害のある児を早期に発見し、早期療育・
早期教育につなげることで、コミュニケーション能力が向上し、より豊かな生活が送れるための手助けと
なることを願っています。
最後になりましたが、この手引きの作成にあたり、熱心にご検討いただきました、鈴木幹男センター
長をはじめとするきこえの支援センター職員の皆様及び関係者の皆様にこころから感謝申し上げます。

令和2年11月
沖縄県保健医療部長

大城　玲子
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